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菌類 
出川 洋介・折原 貴道 
 

１ はじめに 

食用キノコや、創薬、醸造に有効なカビ、酵母等は経済的価値のある有益菌類な生物資源であり、こ

れらが埋蔵されている天然の菌類の多様性保全は地域や国家にとっても重要課題である。一方で、人間

を含む動物や農作物等の植物の病原菌や、住居の劣化や食物の腐敗をもたらすカビなど、駆除の対象と

なり、根絶に労力が払われている有害菌類も多い。 

しかし、自然界には良くも悪くも人間生活と直接関わりを持たない多様な菌類が生息しており、地球

上の様々な環境下に進出して、分解者としての役割のみならず、他のあらゆる生物と寄生や共生といっ

た関係を持ちながら重要な生態的機能を担っている。 

菌類は、動物、植物と並ぶ第三の生物群として独立の界をなす大きなグループで、日本より約 1 万 6

千種、世界からは約 14 万種（Lücking et al., 2020）が知られてきた。しかし、目に見えない胞子で増

える微生物であるがゆえに、その多様性の全貌は未だ解明には程遠いことが、近年の環境 DNA の解析

等により明らかになってきた。菌類の絶滅危惧種の選定には、社会的要請への配慮もしつつ、多様性の

解明を進めながら保全方針も模索していくことが求められる。従来の国内外の菌類における絶滅危惧種

判定の考え方については服部（1999）を参照されたい。また本県における菌類の保全に関する方針は、

前回の『RDB2006』に詳しくまとめたので併せて参照頂きたい。 

 

２ 選定・評価の方法 

（1）考え方 

神奈川県では神奈川キノコの会や菌類懇話会などの同好会活動において、大型菌類（キノコ）に関

するフロラ調査への取り組みがなされ、バウチャー標本を伴う情報蓄積がなされてきた。 

また、大型菌類のみならず、その他の多様な菌類に興味を持つ県民も少なからず存在し、適切な専

門的研究者の指導協力を得て、ユニークな調査活動が全国に先駆けて進められている。とはいえ、多

様性の解明状況が著しく遅れている状況下で、大型動植物と同様な定量的調査や判定基準に基づい

て、絶滅危惧種を選定、評価し、保全策を立てていくのはきわめて難しい。 

そこで、本県の RDB の菌類の方針として、前回 2006 年には可能な限り、多岐に及ぶ分類群およ

び生態群をカバーするように対象種を選定することを心がけたが、今回も原則としてこの方針を踏

襲することとした。 

 

（2）対象の選定 

寄生菌類や共生菌類の場合、宿主の生物群が絶滅危惧に瀕し、宿主特異性が高い場合には、これら

の菌類も同時に絶滅の危険に晒される。保全の判断の根拠となるデータを得るには、体系立った菌

類のインベントリー調査が必要であるが、現在、全く調査が進んでいない分類群や生態群が多数存

在する。今後、更に調査が進めば、絶滅の心配はないと判定が変わる分類群も含まれるかもしれない

が、絶滅の危険性があり得る分類群が漏れてしまわないよう、以下のように分類群、生態群を俯瞰し

てグルーピングを行った。 

分類群としては、菌界(Kingdom Fungi)に属す担子菌門、子嚢菌門、ケカビ門、トリモチカビ門、

および、現在では菌類から除外され、アメーバ界に属す真正粘菌門も対象としてカバーした。一方、

菌界のツボカビ門、コウマクノウキン門および、現在では菌類から除外されスーパーグループのス

トラメノパイルに属す卵菌門などの遊走子で増殖する鞭毛菌類については、今回の RDB では情報収

集や調査を完遂するこができず採録を断念した。次の改訂の際の課題である。 
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生態群としては、菌類の 3 つの栄養摂取様式、すなわち、1 ）遺体を分解する「腐生」、2 ）一方

的に栄養を摂取する「寄生」、3 ）相互に栄養の授受をする「共生」のいずれかをとり、その対象生

物が植物か動物か菌類かという組み合わせてグルーピングをした。即ち、植物腐生菌：リター分解

菌・木材腐朽菌、植物寄生菌：植物病原菌、植物共生菌：地衣類（地衣化菌類）・菌根菌・内生菌、

動物腐生菌：遺体分解菌、動物寄生菌：冬虫夏草類・ラブルべニア類、動物共生菌：腸内生菌類（片

利共生もしくは寄生とする考え方もある）および菌寄生菌の各生態群である。これらをできる限り

カバーするように調査対象を選定した。個々の群の詳細については、2006 年版に詳述したためここ

では省略する。 

 

（3）特定の（減少傾向にある）自然環境に依存する分類群 

また、上記の、分類群と生態群という 2 つの視点に加えて、今回の RDB では、第 3 の視点とし

て、前回、“その他の生態群”として 1 つのカテゴリーにまとめていた「生息場所」の環境に基づく

類型化を加えた。ある特定の生息場所の環境が脆弱で開発の危機に瀕した場合、他の動植物ととも

に菌類も含めてそこに成立している生態系を包括的に保全するのが理想的である。しかし、肉眼的

な検出が困難な微生物としての性質を持つ菌類の場合、その構成要素を未だ十分に把握できていな

いことが多い。このため、実際には、レッドリスト掲載種よりも更に希少性の高い、特定の生息場所

の環境に依存する未知種が多数存在している可能性も高いのである。 

そこで、今回の改訂に向けて、特定の（減少傾向にある）自然環境に依存している分類群の保全を

進めるために、以下のような環境を対象に RDB 編纂のための基礎調査を可能な限り実施した。 

 

ア 自然海岸、砂浜の自然植生、防砂林など 

我が国では、1950 年代に砂丘の多い新潟県において松田一郎氏により研究が進められていた

が、2000 年代以後千葉県、茨城県における浅井郁夫氏の調査、富山県における橋屋誠氏の調査、

北海道における竹橋誠司氏らによる調査が進められ次第にその詳細が明らかにされるようにな

ってきた。 

神奈川県下では未だ精力的な調査は行われていないが、前回の RDB において、わずかに大磯

海岸における海浜性担子菌類 1 分類群（ケシボウズタケ属）を掲載した。神奈川県下で自然植生

が良好に保たれている海岸は限られていると思われるため、開発されてしまう前に、早急な調査

が必要である。2019 年に大磯町、平塚市において、2 回の海浜生菌類の調査を実施した。 
 

イ 湿原 

我が国では、1950 年代に尾瀬ヶ原での調査報告例があるが、湿原の菌類相に関する調査研究

例は概して少ない。本県では全く調査前例がなかったことから、2019 年に箱根の仙石原湿原に

おいて 2 度の湿原生菌類の調査を実施した。今後更に詳細な継続調査が必要だが、今回の調査に

より検出された、湿原の環境に依存する可能性が高い種を本改訂で新たに採録することができた。 
 

ウ 冷温帯落葉樹林 ブナ林など 

2004 年から 2005 年にかけての丹沢大山総合調査において大型菌類、微小菌類ともにブナ帯で

の調査が精力的に実施された結果、複数の分類群が前回の RDB に対象種として掲載された。そ

の後の増減傾向の把握にも努めつつ、他地域では指定がなくとも本県では保全を検討すべきケー

スにも留意した。2018 年に 1 回、2019 年に 5 回の丹沢山地の冷温帯落葉樹林生菌類の追加調査

を実施した。 
 

エ 暖温帯照葉樹林 スダジイ林、タブノキ林など 

照葉樹林帯の老齢木に菌根を形成するような外生菌根菌（多くの地下生菌を含む）、大径木の材

を分解する木材腐朽菌などが生息する良好な状態の照葉樹林は本県には比較的多いと考えられ

るが、今後、保全を考慮すべき重要な対象である。 
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オ 里山・水田環境 

県民の関心を集めるマツタケについては前回の RDB で絶滅種としての判定をしたが、その後、

確固たる情報が得られず、今回は情報不足の扱いとした。長期間、環境の変化がない社寺林、薪

炭林や屋敷森、古い邸宅、庭園など、ならびに水田、用水路など里山環境に独特な菌類相も重要

な対象と考えられるが、今回の改訂までにこれらの調査を進めることはできなかった。今後の課

題である。 
 

カ 泥干潟、河口、塩湿地など 

前回の調査では、泥干潟に生息する甲殻類のフナムシ類の腸内菌フナムシヤドリ（アセラリア・

リギアエ）が絶滅危惧Ⅱ類としてとして掲載されていた。宿主のフナムシ類自体は県下の海岸に

は普通に生息している。そこで今回の改訂に向けて、2018 年より有志が調査を進めた結果、泥干

潟以外の様々な環境下のフナムシ類からも同種が検出されることが判明した（陶山ほか 2021）。 

このため、同種は現況下では泥干潟特異的ではなく、生息頻度も低くなかったために、絶滅危

惧Ⅱ類のカテゴリーから外し、今回採録対象から解除した。しかし、泥干潟や塩湿地という環境

や、そこに生息する動植物に依存する特異的な菌群が存在する可能性は高く、今後もインベント

リー調査を継続する必要がある。 
 

キ 水質の良好な小流、湧水地、沼沢地など 

陸水に生息する小動物の腸内菌、寄生菌については、県内はもとより国内でのフロラ研究が圧

倒的に不足しているが、今回の改訂までに水生昆虫の消化管に生息する腸内菌に関する新知見が

得られている（佐藤・折原, 2013; 陶山ほか, 2017, 2018, 2019）。ただし現段階では調査事例

が少なく希少性の判別は困難なため、注目種のカテゴリーに 2 種を追加した。 

 

（4）その他 

以上の類型化とは別のカテゴリーとして、前回に引き続き、分類学的に重要である、神奈川県下に

タイプロカリティがある種についても対象としたが、今回の改訂までに、その多くで再発見が実現

できなかった。ただし、前回の RDB で採録した種のうち、ミツエタケ、イサリア・ヨコハメンシス

については、それぞれの種の原記載時に、対象を誤認したものだということが解明し、その後、これ

らの種の学名は他種の異名となることが判明した（Orihara et al., 2010; 佐藤大樹氏私信, 未発表）。

このため、これら 2 種は、今回の RDB では除外をした。 

 

（5）選定方針 

冒頭でも述べたように、菌類において絶滅危惧の定量的な指標を導入することは未だ非常に困難

である。しかし、特定の宿主生物に依存する寄生菌、共生菌の場合、一定数の宿主を調査して頻度と

いう指標を導入することで、ある程度の定量的評価をすることが可能である。前述の、フナムシ類の

腸内菌フナムシヤドリの場合、2019 年の 5～7 月の間に、県下の 5 地点で 145 匹の宿主を調査し、

5 地点全てにおいて感染個体が認められ、それぞれの地点で最低 2.5％～最高 30％の感染率が確認

された（渡辺ほか, 2021）。この定量的データを踏まえて、今回、絶滅危惧 II 類の指定を解除すべき

との判断に至った。今後、同様な調査を、他の動植物の寄生菌、共生菌、あるいは特定の環境や生息

地に依存する菌類に関しても、このような取り組みを進めていくことが望ましいが、これには多く

の労力を時間を要する。現段階では、多くの菌類について、未だ調査が十分ではなく、然るべき判定

基準の確立が実現できていないことから、今回の改訂に際しては、定性的なバックグラウンドに基

づく対象種の選定、判定を行った。判定基準については、原則として、前回の『RDB2006』を踏襲

している。 

なお、今回の改訂より、新たに「注目種」というカテゴリーを設けた。これは、現段階では従来の

RDB カテゴリーに該当するものではないが、様々な理由により、継続して注視していくべきと考え
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られる分類群に対するカテゴリーとして新設したものである。近年の分類学的研究の進展に伴い新

たに認識され、その生態的特性がまだ十分に把握されていないものや、種としては決して稀ではな

いが有性生殖の誘導に特定の自然環境条件が必要とされるもの、今回、初めて調査された自然環境

（湿原環境など）に依存するもので未だ希少性についての判断材料が十分ではないものなどを含ん

でおり、今後の調査研究の進展が望まれる。 

 

３ 結果 

（1）前回の RDB公表以後のインベントリー調査の進展 

2006 年の RDB が出版されて以後、2010 年には、日本産菌類集覧（勝本, 2010）が刊行され、

2007 年までに日本から報告がなされた全菌類の書誌情報が公にされ、本邦の菌類インベントリー調

査を進める上での大きな足掛かりとなった。2011 年には、県立生命の星・地球博物館の大坪、田中、

および菌類ボランティアグループにより、入生田菌類誌第１巻が編纂され、81 種が採録され、web

から公開された。多岐に及ぶ分類群が対象とされ博物館を介して各分野の専門の菌学者と県民ボラ

ンティアとが協力をして編纂したことに大きな意義があった。現在、この続巻の刊行が間近である。

この活動により一般市民により植物病原菌を駆除の対象ではなく自然観察の対象として注目するよ

うになり、保全にも目が向けられるようになったことは特筆すべきであろう。 

また、県下では神奈川キノコの会、菌類懇話会が永らく大型菌類に関する熱心な同好会活動を継

続してきた素地があり、現在も活発に活動が継続している。それに加えて、2016 年には、日本地下

生菌研究会が設立され、地中にきのこをつくる菌類（きのこが外皮に被われたまま成熟し，自力で胞

子を散布することが困難なきのこ全般）を対象として、会報 Truffology を刊行し極めて活性のある

全国的な活動を展開している。この活動の成果として、多くの新たな分類群が記載発表され、多くの

国内新産種の報告が活発に続いており、その活動成果は今回の採録対象にも反映されている。藻類

との共生菌である地衣類（地衣化菌類）については、県下のインベントリー調査に関心のある有志が

生命の星・地球博物館に集まり、専門研究者による指導を受けながら、神奈川県地衣類調査グループ

（略称：かなちい）を作り、積極的に調査展開をしており、RDB 調査にも多大に協力いただいた。

海岸生の分類群など、幾つかの分類群は、今回のレッドリスト掲載種に加えられた。 
 

（2）絶滅危惧分類群の選定 

以上のような活動の成果および、「前述の特定の（減少傾向にある）自然環境に依存している分類

群」についての RDB 調査の実施など、インベントリー調査が進展した結果、今回の改訂版 RDB に

おいては、以下のような改訂がなされた。 

カテゴリー別にみると、絶滅危惧 I 類には、『RDB2006』以後に新種記載されたトゲミフチドリツ

エタケ、海浜環境に依存するドングリタケ属、地衣類のコウヤクゴケなど 10 種が追加され計 27 種

になった。絶滅危惧Ⅱ類には、菌根性で地下生菌のチャイボホシミノタマタケ、海浜環境に生息する

ハマカラタチゴケなど 6 種が追加され計 31 種になった。また、準絶滅危惧種にはカンゾウタケ、イ

ソカラタチゴケなど 7 種が追加され 31 種に、また、情報不足のものは、再発見例がないニセゴンゲ

ンゴケなど 5 種が追加され 19 種となった。また、今回、新たに注目種というカテゴリーを設けた。

ここには、2014 年に分類学的に 2 種に分割されたムキタケとオソムキタケ、湿原に生息するケコガ

サタケ属、グロムス・ヴェルシフォルメ近縁種、マガイモジホコリ近縁種、さらに、水生昆虫のブユ

の幼虫の腸内菌 2 種、冬虫夏草や地下生菌など 2 種の計 14 種が該当した。 

以上のような改訂版における進展は、前回の RDB の後 15 年間の神奈川県における菌類の多様性

認識の着実な進展、インベントリー調査の弛みなき地道な遂行の積み重ねによりなし得られたもの

である。本調査の遂行にご協力を賜った県博菌類ボランティアグループの方々をはじめ神奈川キノ

コの会、神奈川県地衣類調査グループの方々ほか、多くの皆様にお礼申し上げる。 
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